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Ⅰ 点検・評価制度の概要 

１ 経緯 

平成18年12月の教育基本法の改正及び平成19年３月の中央教育審議会の答申等を踏ま

え，平成19年６月に地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という。）

が改正され，平成20年４月から施行されました。 

地教行法の改正目的である「教育委員会の責任体制の明確化」の一つとして，同法第２６

条の規定に基づき，教育委員会が毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価（以下「点検・評価」という。）を行うことが義務付けられました。 

 

２ 目的 

教育委員会は，首長から独立した立場で，地域の学校教育，社会教育等に関する事務を担

当する行政機関として，全ての都道府県及び市町村等に設置されている行政委員会です。そ

の役割は，事務局職員を，様々な属性を持った複数の委員による合議により，指揮監督し，

中立的な意思決定を行うものです。 

事務の点検・評価は，地教行法第26条の規定に基づき，教育委員会が，教育に関する事務

の管理及び執行状況を点検・評価することにより，効果的な教育行政の推進に資するととも

に，市民への説明責任を果たすことを目的としています。 

 

３ 対象事業の選定方法 

点検評価の対象事業は，行政の政策や施策，事務事業を有効性，効率性などの視点から一

定の物差し（指標）によって客観的に評価し，事務改善や分かりやすく透明性の高い市政運

営につなげていくために実施された「宇土市事務事業評価」の評価体系に準じ，教育委員会

が実施した全事務事業の中から，事業費が多額にわたるもの，社会的関心が高いものなど，

事業の在り方を検証する必要性が高いと判断される 1４事業を選定しました。 

 

４ 学識経験者の知見の活用 

地教行法第26条第２項の規定による有識者の知見の活用については，担当課が行った点

検・評価（自己評価）の結果について，学識経験者を含む４名の外部評価委員に，対象事業

についてのご意見をいただきました。 

外部評価委員名簿 

氏  名 職業等 委嘱期間 

田口 剛 元教師 令和３年８月１日から令和５年３月３１日まで 

伊勢 聰 
放課後子供教室 

コーディネーター 
令和３年８月１日から令和５年３月３１日まで 

髙田 勝廣 元走潟公民館長 令和３年８月１日から令和５年３月３１日まで 

鍬守 千賀 元市Ｐ連副会長 令和３年８月１日から令和５年３月３１日まで 
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５ 教育委員会としての今後の方向性 

 担当課自己評価に対する外部評価委員のご意見等を踏まえ，最終的に教育委員会としての 

今後の方向性を下記４つの中から選択しました。 

拡充 事業規模・内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業 

維持 おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業 

要改善 現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業 

廃止・完了 事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業 

 

 

＜参考＞ 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は，毎年，その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委

任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委

任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い，そ

の結果に関する報告書を作成し，これを議会に提出するとともに，公表しなければならない。 

２ 教育委員会は，前項の点検及び評価を行うに当たっては，教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

 

 

 

Ⅱ 点検・評価の結果 
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学校ICT環境整備事業
（新型コロナウイルス対策分）

学校教育課

特別支援教育総合推進事業 学校教育課

就学援助（小中学校）事業 学校教育課

事業名一覧

事業名 担当課

地域教育力活性化事業 中央公民館

史跡宇土城跡保存整備事業 文化課

市内重要遺跡保存活用事業 文化課

地域学校協働活動推進事業
（地域学校協働活動推進員配置事業）

生涯活動推進課

地域学校協働活動推進事業
（放課後子ども教室推進事業）

生涯活動推進課

子ども見守りボランティア事業 生涯活動推進課

図書館蔵書充実事業 図書館

給食センター施設整備事業 給食センター

小西行長関連事業 文化課

大太鼓活用事業 文化課

宇土市歴史的資料保存活用事業 文化課
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事業名 担当課 学校教育課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

令和３年１１月頃に行った家庭のオンライン環境のアンケート結果では，９４．３％が家庭にWi－Fi環境があると回答がありまし
た。残り５．７％の約１７０世帯が家庭にWi－Fi環境がないと回答がありました。市内全校区に対し，無償でモバイルWi－Fiルー
ターを貸し出して対応を行っています。
また，家庭で行うドリル学習用ソフトも，オフラインでも活用できるソフトを導入しており，今後も家庭のネットワーク環境に左右
されない体制を整備していきます。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

教員用タブレットの追加導入と小学校向けの授業支援ソフト及び学習支援ソフトの導入により，タブレッ
トの活用機会が増加した。中学校についても令和４年度にソフトを導入したため，活用の増加を見込んで
いる。今後は，授業及び家庭学習での日常的なタブレット活用を図っていく必要があり，GIGAスクール運
営支援センターとも連携しながら，教員・児童生徒へのサポート，タブレットやネットワークの保守を
行っていく。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

・新型コロナの影響で授業時数の減少も相当になると思われる。一人ひとりにタブレット端末が配置され，学習の推進を図ることは
有難い。効果のある利用を期待する。
・これからますます重要になってくるICTを，平時非常時を問わずに自由に使いこなせるよう，ハード面・ソフト面の両方とも充実し
てほしい。
・オンライン環境のない家庭の割合はどの程度か？また，各学区での取組はどういう状況か？
・学校の授業や家庭学習等で十分活用できる体制を作ってほしい。

学校ICT環境整備事業
（新型コロナウイルス対策分）

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

新型コロナウイルス感染症により，休校となった場合でも，GIGAスクール構想で配備したタブレットを活
用しオンライン授業や，授業支援ソフト等による自宅学習の推進を図るため。

GIGAスクール構想により，児童・生徒一人一台のタブレット端末が配備され，高速大容量の通信環境を整
備した。教職員用タブレットも対象となっていたが，当初は，担任等限定的に導入。全ての教職員にタブ
レット端末を整備するため，追加購入することとなった。さらに，ハード的な整備だけでは，運用上難し
いため，小学校向けの授業支援ソフトの導入により，ソフト面でもGIGAスクール構想の推進を図る。

・小学校向けの授業支援ソフト及び学習支援ソフト「スマイルネクスト」を導入
事業費：５０，９３０千円
・小中学校教務用端末購入
事業費：７，９６６千円

小学校向けの授業支援ソフト及び学習支援ソフトの導入により，授業中はもちろん，持ち帰りにより，自
宅での個人学習も可能となった。しかし，同ソフトはオンラインが基本となるため，家庭内にオンライン
環境（Wi－Fi環境）がない場合は，活用できないため，なかなか持ち帰りにつながらなかった。

Ｒ01 予算額　 　　　　　 ０千円
Ｒ02 予算額　 　　　　　 ０千円
Ｒ03 予算額　　６３，２１５千円

Ｒ01　決算額　　   　　　 ０千円
Ｒ02　決算額　　   　　 　０千円
Ｒ03　決算額　　６０，５９５千円

（外部評価委員からいただいたご意見）
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事業名 担当課 学校教育課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

Ｒ01 予算額　　　５，５８０千円
Ｒ02 予算額　　　６，４９６千円
Ｒ03 予算額　　　６，４８７千円

Ｒ01　決算額　　  ４，９６０千円
Ｒ02　決算額　　  ５，０１４千円
Ｒ03　決算額　　　５，６８２千円

新型コロナウイルス感染症の影響があり，学校と教育委員会，関係行政機関との連携会議の実施を令和３
年度まで見送っていたため，学校の実態を把握することができなかった。

（外部評価委員からいただいたご意見）

・特別支援学級や通級指導教室等への理解と協力で様々な事業・体制の構築，医療機関との連携等は有難い。
・インクルーシブ教育を，個人情報保護を守りながら進めてほしい。
・特別支援教育の理念に沿って人員及び予算の確保に努力してほしい。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

特別支援教育総合推進事業

・インクルーシブ教育の理念の基に，発達障がいを含む障がいのある生徒や特別な配慮を必要とする児童
生徒に対して，一人ひとりの教育的ニーズに応じた相談を行い，自立に向けた支援を行う。
・各中学校区（地域）において周囲の理解を促し，関係機関との連携を充実させるため，特別支援教育
コーディネーター会議を実施したり，特別支援学校など専門性の高い教諭の指導(巡回相談）を受けたりす
ることで，より一層の本市の特別支援教育の充実を図る。
・医療的ケアが必要な児童生徒の支援を図る。
・令和４年度から子育て世代包括支援センター（保健センターに併設）と協力し，就学に関する悩みを抱
える保護者向けに相談を行い，適切な就学につなげる。

・宇土小及び花園小に合理的配慮協力員を配置し，特別支援学級や通級指導教室の円滑な運営及び保護者
対応を行っている。
・市内小中学校特別支援学級への巡回相談（特別支援学校教諭等）の実施
・特別支援連携協議会及び各中学校区コーディネーター会議の開催により，地域における特別支援教育の
現状と課題を共有したり，幼保小中連携体制の現状と課題を共有したりし，課題解決に向けた取組を行っ
ている。
・医療的ケアが必要な児童生徒に対する支援として，看護師を配置
・発達について悩みを持つ就学前児童及び小中学校児童生徒を持つ保護者を対象とした教育相談の実施
（令和４年度から保健センター内子育て世代包括支援センターの協力を得て実施）

・教育相談員の派遣により発達障がいを含む障がいのある生徒や特別な配慮を必要とする児童生徒に対
し，一人ひとりの特性に応じたきめ細やかな教育支援が図られた。
・就学相談及び教育相談を実施することで，就学前から中学校に至るまでの切れ目のない支援を行うこと
ができ，スムーズな就学につなげることができた。また，子育てに悩みを抱える保護者の負担軽減にもつ
ながった。
・専門的な知識を有する特別支援学校教諭等に巡回相談を依頼し，各校で指導方法などを教示してもらっ
た。
・新型コロナウイルス感染症の影響により，特別支援連携協議会の会議は書面決裁となった。

特別支援教育の推進に係る人員の確保及び予算の確保が今後の課題である。
また，個人情報保護が厳守される中で，行政関係機関との情報連携をいかに行い，次につなげていくかが
課題である。
学校については，進学に当たり支援を必要とする児童生徒の個別の支援計画の引継ぎの徹底を行っていく
必要がある。

・今後，特別支援連携協議会の体制整備を行ったり，関係行政機関や医療機関や療育事業所など民間事業所との連携協力を深め，イ
ンクルーシブ教育の充実を図ってまいります。
・特別支援教育においては，子の発達に応じた様々な支援が必要となることから，今後も学校のニーズを確認しながら，人員をはじ
めとする特別支援教育充実のための予算の確保に努めてまいります。

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業
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事業名 担当課 学校教育課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

・就学援助支給対象の件数が直近３年間は急増している。それぞれ援助を受けることができることはいいことではあるが，生活に困
窮していることも増えている原因と思われる。今後も予算の確保をお願いしたい。
・保護者の方に当制度の周知徹底を，学校や民生児童委員等からできないか？
・認定申請が気軽にできる方法はないか？
・修学旅行・給食費等の全額補助は続けてほしい。全額補助の対象を増やしてほしい。
・財源の確保に努力して事業を充実してほしい。
・確実な援助体制を整えてほしい。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

　普通交付税の措置があるが，基本的に市単独事業である。
　４月認定をはじめ，年間を通して随時申請受付を行い，認定している。認定要件は，令和３年度現在で
１０項目あり，主に，市町村民税が非課税である者，国民年金掛金が減免された者，児童扶養手当の支給
を受けている者，生活保護基準額の１．３倍未満の収入であり教育長が必要と認める者の占める割合が多
い。
　認定後，対象者に対し，学用品費等の支給を年３回行っている。また，新入学児童生徒については，入
学前支給を実施し，制服等の購入が円滑にできるよう対応している。

平成29年度～令和３年度の支給対象件数（準要保護件数）の推移は，H29 532件，H30 547件，R1 466件，
R2 507件，R3　530件となっている。令和３年度については，新型コロナウイルス感染症の影響もあってか
認定数が増加となった。

少子化に伴う児童生徒数の減少は，年々顕著になっているが，ライフスタイルの変化や昨今の経済状況等
の変化により就学援助受給者数は緩やかではあるが増加傾向にあり，継続した予算の確保が必要である。
また，学校との連携はもちろん市HP等でも周知を図り，必要な時に必要な支援が届くよう運営していく必
要がある。
申請が現在紙での申請となっており，DX推進の観点から電子申請の導入を検討中である。
支給処理についても正確かつ迅速に行うためシステム等の導入ができないか検討中である。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

就学援助（小中学校）事業

　経済的な理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対して，学用品費，修学旅行費，給食
費，医療費等の一部を援助するもの

・最近の新型コロナや物価高騰の影響等もあることから，必要な家庭に適切に支援できるよう財源の確保に努め，継続して支援して
まいります。
・現在，当該制度の周知については，学校を通じて，在籍する全児童生徒の家庭に通知しております。また，入学を予定する児童の
保護者に対しても，就学時健診時に説明をしております。加えて市HPでお知らせを行っております。今後は，ご意見にありますよう
に，教育委員会から福祉部局へ就学援助についての情報提供を行い，民生児童委員の皆様に機会を通じて各家庭へ広く周知していた
だくことも検討してまいります。
・「申請が気軽にできないか」というご意見につきましては，今後あらゆる行政手続において，DX化を推進していくこととなります
ので，スマートフォン等を活用した申請も検討していくこととしております。

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

Ｒ01　予算額　　４９，８９３千円
Ｒ02　予算額　　４７，０４７千円
Ｒ03　予算額 　 ４９，７９１千円

Ｒ01　決算額　　３９，８４５千円
Ｒ02　決算額　　３７，４３５千円
Ｒ03　決算額　　４０，１８６千円

新型コロナウイルス感染症により，認定者数の変動がある。経済的に困難な家庭の状況が，子の学習や生
活態度などの状況に大きな影響を与え得ること念頭に，学校と連携しながら，引き続き確実な援助を行っ
ていく。
また，全児童生徒へのタブレット端末の付与が完了したことに伴い，令和４年度からオンライン通信費に
ついても予算化し，支給を行う予定

（外部評価委員からいただいたご意見）
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事業名 担当課 生涯活動推進課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

・指導者としての人材確保は，教職の経験がある人などに限定されるため，退職された方の情報収集に努めていきます。
・各学校の教頭や主幹教諭に本事業に関する熊本県主催の推進員等研修会や実践交流会に参加していただいており，本事業の理解促
進につなげています。
・4月当初に各学校を推進委員と統括推進委員及び担当者で訪問して学校の要望などを伺っており，それ以外にも推進員と学校で話し
合う機会をもっていますが，更に密に連携を取る必要性も感じています。学校の先生方にこの事業を知ってもらい，気軽にご相談い
ただけるよう，更なる周知にも力を入れてまいります。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　ここ2年程活動が全くできないボランティアの継続意思を確認する必要がある。ボランティアを募集して
もなかなか応募がないため，チラシの配布方法や広報に工夫が求められていると感じている。学校の先生
にこの活動があまり周知されていないと感じる。学校側のこの事業に対する理解を促進していきたい。今
後も，地域・学校・家庭が一体となって子育てを行うことに継続して取り組んでいきたい。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01　予算額　　　　　５２８千円
Ｒ02　予算額　　　　　５２６千円
Ｒ03　予算額　　　　　３７７千円

Ｒ01　決算額　　   　２３９千円
Ｒ02　決算額　　　 　１９５千円
Ｒ03　決算額 　　　　２０４千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・学習ボランティアに協力し教育活動を推進することは素晴らしいことであるが，指導者としての人材の確保など難しいこともある
のでは？
・先生方にこの事業の必要性を理解していただく努力をしてほしい。まずは，校長・教頭に理解してほしい。
・コロナによる活動の制限がなくなるとボランティアの意欲も増してくると思う。推進委員と学校の更なる話合いを持って対応する
ことが大切であると思われる。

・ボランティア養成講座（2回）
・地域協議会開催（2回，2回とも書面開催）
・体験学習（38回），校内環境整備支援（1回），安全見守り活動（年間），学習支援（丸付け支援）（中
止） ，読み聞かせ支援（対面形式1回，録音放送6月～2月）

　令和3年度も新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，制限があるなかでの活動だったが，前年度より
実施できた。丸付け支援が実施できない状況が続き，ボランティアの方の意欲低下につながらないか危惧
している。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

地域学校協働活動推進事業
（地域学校協働活動推進員配置事業）

・学校，家庭，地域が一体となって子どもを育てる体制の構築
・地域の活性化や学校を核とした地域づくり
・地域住民（学校支援ボランティア)の知識や経験を生かす場の提供
・教員が子どもと向き合う時間の確保

　 宇土市内の小中学校全てを対象に，地域住民から学校支援ボランティアを募り，環境美化・読み聞か
せ・通学路の安全指導・学習支援などのボランティア活動を実施する。
　 また，市内７地区に地域学校協働活動推進員を配置し，学校からの要請に応じてボランティア活動を行
うことで，学校・家庭・地域が一体となって児童生徒を支援していくものである。
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事業名 担当課 生涯活動推進課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

・市ホームページ等で放課後子ども教室の活動内容などを周知し，人材確保に努めていきます。
・入室時の検温，手指消毒など，感染対策を徹底し，２学期から学びタイムも実施しています。
・他の学校での放課後子ども教室の導入には，地域の協力・人材確保・学校の理解・空き教室の状況・学童との距離など，多くの課
題があるため，網田放課後子ども教室の充実を図りながら，他の学校でもこの事業が推進できるよう努力してまいります。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，限られた回数・活動内容の制限（ふるさとタイムのみの実
施）の中ではあったが，地域ボランティアの協力の下，毎回，充実した体験活動を行うことができた。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　　６３２千円
Ｒ02 予算額　　　５９６千円
Ｒ03 予算額　　　４８２千円

Ｒ01　決算額　　３３２千円
Ｒ02　決算額　　１６０千円
Ｒ03　決算額　　２１２千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・「子どもは地域で育てる」の一環ですばらしいことと思われる。しかし，この事業も人材の確保が問題では？
・学びタイムも感染対策をすれば，実施可能ではないか？学習スタッフ新任者1名は良かったです。
・他の学校でもこの事業が推進できるよう努力してほしい。

・網田小学校を対象に，全校児童１０６名のうち１２名が参加
※１年生２名，２年生６名，３年生１名，４年生３名
・実施予定回数５３回中，２３回実施（学びタイム１１回，ふるさとタイム１２回，中止３０回）
・教育委員会ＡＬＴとの交流，県派遣ボランティア
・事業運営委員会（２回，２回とも書面開催）・スタッフ会議実施（８月，１２月の２回）

　スタッフが高齢化・固定化してきているため，新規スタッフの確保を行い，活動内容も変化をつけ，更
に充実したものにしていく必要があると考える。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

地域学校協働活動推進事業
（放課後子ども教室推進事業）

　放課後に小学校の余裕教室等を活用して，子どもたちの安全，安心な活動拠点（居場所）を設け，地域
の方々の参画を得て，子どもたちとともに勉強やスポーツ・文化活動，地域住民との交流活動等の取組を
実施することにより，子どもたちが地域社会の中で，心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

・週1回（水曜日）実施。学習支援員による学びタイム（ドリル学習など），金曜日は地域の方々と共に活
動するふるさとタイム（スポーツや伝承遊びなど）を行う。
・事業運営委員会（年2回），及びスタッフ会議（学期ごと）の開催
・教育委員会ＡＬＴとの交流や，県派遣のボランティアの活用
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事業名 担当課 生涯活動推進課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

・今後も引き続き，地域・学校・行政など関係機関が連携しながら，子どもたちの安全・安心を守るため，より効果的・効率的な見
守り活動ができるよう事業の充実を図っていきます。
・通学路の安全確保については，子ども見守りボランティア事業で対応していきます。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　見守りボランティアの方々に登下校時に通学路で見守り活動をしていただくことで，交通事故や犯罪の
抑止力につながっている。今後も地域・学校・関係機関が連携し，地域全体で子どもを見守る環境を構築
していきたい。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　　　　　　０千円
Ｒ02 予算額　　　　　　　０千円
Ｒ03 予算額　　　　　４１９千円

Ｒ01　決算額　　   　　　０千円
Ｒ02　決算額　　   　　　０千円
Ｒ03　決算額　　　　 ３９４千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・子ども見守りボランティアのお陰で安心して通学できることは喜ばしい事である。
・令和3年度から予算措置されてよかった。
・通学路の安全確保の為の学校支援ボランティアとの重なりもあり，整理して対応する必要があるのではないか？

・令和3年度から「宇土市子ども見守りボランティア事業」として，予算を計上し，国の「学校・家庭・地
域連携協力推進事業補助金」を活用して本格的に事業を実施している。
・10月に民間企業（第一生命保険㈱熊本支社宇城営業オフィス）・地元警察署と当市の三者で「宇土市子
ども見守り活動等に関する協定」を締結した。これまで以上に地域ぐるみで子どもたちを見守る環境の構
築が図られていくことが期待される。
・講習会の開催（12月）
・R4年3月末現在のボランティア数は129名。

・広報紙，ホームページ，チラシ等でボランティアの募集をしているが，今後も通学路の安全確保に向
け，ボランティアの人員増を目指していく必要がある。
・講習会を開催し，情報共有の場を提供する等，ボランティアの資質の向上を図っていく。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

子ども見守りボランティア事業

　近年，登下校時の事件や事故による子どもたちの被害が増えており，子どもたちを取り巻く環境は厳し
い状況にある。そこで，登下校時の児童生徒を地域全体で見守ることにより，子どもの安全を確保し，子
どもたちが安全で安心して健やかに育まれる地域社会の実現を目的とする。

登下校時の通学路における子どもの見守り活動
・児童生徒の登下校時の見守り及びあいさつ・声かけ
・学校周辺及び通学路の巡回
・事故発生時や不審者等の発見時に警察・学校・関係部署への連絡　等
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事業名 担当課 中央公民館

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

　本事業に参加する子どもたちは，地域の人々との活動を通じ，豊かな人間性を育むことができている。今後より一層地区公民館に
おいて，地区に居住する熟練者の方々との交流を持つことで，子どもたちが地域に誇りを持ち，地域の伝統文化継承の担い手となる
ような人材育成に力を注いでまいります。また，より多くの児童に興味をもってもらうためにも，各学校との連携が不可欠なことか
ら，学校関係者へ活動の周知等を行い，活動目的の共有を図っていきます。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　少子高齢・情報化社会の進展，さらにスポーツクラブや習い事等，子どもたち（特に高学年）は学校外
で，異なる学年や世代と交流する時間が減ってきている。新型コロナウイルス感染症の影響により，令和3
年度も大幅な事業の中止または縮小を余儀なくされた。その中にあっても，各公民館では可能な限り工夫
を凝らして実施してきた。今後はより一層，関係するすべての人々が満足してもらえるような講座を計
画，実施していきたい。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　　　　　８１４千円
Ｒ02 予算額　　　　　　８１４千円
Ｒ03 予算額　　　　　　８２３千円

Ｒ02　決算額　　   　５３１千円
Ｒ02　決算額　　   　１５５千円
Ｒ03　決算額　　　 　１８１千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・この事業はかなり前から実施しているものである。地域特有の事業や地域の顔見知りの方と共に活動するという事は素晴らしい事
である。
・地域教育の活性化を引き続き行ってほしい。
・参加する児童が全児童に対し少ないので十分な成果があがっているか不安も大きい。
・地域住民と共に子ども達の体験活動の充実を目指し，地区公民館としての役割を大切にしたい。

・子ども地域活動（青空教室）・・・７地区公民館で芋の収穫等の農業体験，竹細工，昔遊び，料理教
室，環境学習，施設見学，読み聞かせ等を実施。計３４回開催，参加者延７４６名（内支援者２３４名）
　新型コロナウイルス感染症の影響により，科目によっては対象年齢を限定及び日程を変更したり，施設
見学の際に分散して移動するなど，試行錯誤しながら感染対策を行い，実施することができた。
※通学合宿（３泊４日）は，新型コロナウイルス感染症の影響により全地区中止。

　コロナ禍の中にあっても，地区公民館では，講座の開設など地区住民等からの要望を聞いたり，公民館
職員が自ら講師となるなどの工夫を試みている。しかし，ウォークラリーなどの屋外活動や施設見学など
移動を伴う講座のときは，参加人数や交通手段等，参加者の安全面での課題がある。今後も活動を継続・
拡充するための，科目の検討や協力者の確保も課題である。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

地域教育力活性化事業

  少子高齢化，情報社会の進展等，子どもを取り巻く地域の新たな教育課題に対応し，地域において人間
性豊かな子どもを育てる環境を充実させるため，地区公民館を軸として地域の人的物的教育資源等を活用
しながら，週末等に様々な体験活動を実施し，地域教育力の活性化を図る。

・地区公民館で地域住民の協力の下，異なる年齢の子どもたちによる遊びや体験活動を通じ，自主性，創
造性を育む。
・地域住民と子どもたちとの世代間のふれあい交流体験活動を通じ，「地域の子どもは地域で育てる」気
風を育てる。
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事業名 担当課 文化課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

　今後も国庫補助を活用し，発掘調査を含めた整備事業を進めてまいります。また，調査に伴って体験発掘や現場説明会等も可能な
限り行い，事業の成果を広く市民に還元するよう努めてまいります。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　平成25年度から着手した第５ブロックの調査が，平成28年熊本地震や令和２年７月豪雨の影響で計画が
遅れつつも，少しずつ進んで現在に至る。今後，調査によって遺構の詳細が把握できれば，その成果を反
映させて活用のための整備工事を行う予定である。
　城跡を地域資源として活用し，事業成果を市民に還元できるよう，適切な調査・整備を実施していきた
い。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　　８０，５５８千円
Ｒ02 予算額　 　　 ２，３４７千円
Ｒ03 予算額　 　　 ２，２４５千円

Ｒ01 決算額　　７０，７７７千円
Ｒ02 決算額　　　２，２５６千円
Ｒ03 決算額　　　２，１５１千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・地域の資源としてしっかり保存できるように期待します。
・引き続き実施してほしい。
・毎年少しずつでも保存事業を計画的に実行してほしい。国の補助金を大いに活用していくべきだ。

　城跡西端部の空堀地区（第５ブロック）において，南北方向に配置される大型横堀跡の実態把握を目的
に発掘調査を実施した。調査の結果，横堀跡の一部とみられる痕跡を確認した。
　その他，令和２年７月豪雨で法面が崩落した城跡北側（三城及び周辺地区：第３ブロック）の災害復旧
工事を行った（令和２年７月豪雨災害対策経費（史跡宇土城跡保存整備事業）において実施）。

　横堀跡とみられる痕跡は確認されたものの，平成26・27年度に複数個所で検出した当該遺構の様相と大
きく異なり，形状が不定形かつ不明瞭なものであった。よって，令和３年度の調査成果を正しく評価する
ためには，令和３年度調査区と近接する平成26年度調査区との間において切れ目なく堀跡が存在するのか
発掘調査等によって確認する必要がある。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

史跡宇土城跡保存整備事業

　史跡宇土城跡は，中世城跡としては県内で最初に国指定史跡となった貴重な文化財であり，恒久的に保
存するため適切な維持管理を行うとともに，発掘調査の成果に基づいた整備を実施し，市民の憩いの場や
野外博物館的な施設として生涯学習等の拠点とする。加えて，体験発掘やキャッスルウォーキングといっ
た市民参加型のイベントを通じ，重要な地域資源として認知度を向上させ，まちづくりの拠点としても活
用することを目的とする。

　保存整備工事を昭和56年度から着手。整備のための発掘調査を平成２年度（４次調査）から実施してい
る。 城跡東側の西岡神宮北側地区（第１ブロック）及び城の中心をなす千畳敷及び周辺地区（第２ブロッ
ク）は，平成18年度までに保存整備を終了し，史跡公園として市民に公開している。また，19年度から三
城及び周辺地区（第３ブロック）の保存整備に着手し，25年度までに整備をおおむね完了した。その後，
長期計画に位置付けられる貝塚地区・空堀地区（第４・５ブロック）の発掘調査に着手し，調査成果を反
映した整備工事を計画している。
　なお，本事業は国庫補助金を得て実施している（補助率50％〔災害復旧は70％〕。事業費10,000千円を
超える場合は，県の嵩上げ補助５％）。
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事業名 担当課 文化課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

　令和４年11月10日付けで正式に国指定史跡となった轟貝塚について，今後は別途新規事業に着手し，その保存・活用に努めてまい
ります。
　轟貝塚の他にも，天神山古墳・轟泉水道・曽畑貝塚等，保存活用のための調査や県・国指定を目指した価値付けが待たれる遺跡が
あります。これらについても，計画的に発掘調査等を実施し，保存・活用に努めてまいります。
　その他，重要な遺跡が毀損・消滅することがないよう，日々発生する開発行為への対応も引き続き実施していきます。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　令和４年度内には官報告示を以て正式に国指定となる見通しである。ただし，指定はゴールではなく，
史跡を具体的に保存・活用するための新たなスタートであり，今後も地道な取組みが必要となる。
　重要遺跡の保存を目的とした発掘調査に関しては，轟貝塚が国の史跡に指定される見通しとなったこと
で，天神山古墳をはじめその他の懸案事項に本格的に着手できる状況となった。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　３，７７８千円
Ｒ02 予算額　　４，３５０千円
Ｒ03 予算額　　２，０５７千円

Ｒ01 決算額　　３，５２７千円
Ｒ02 決算額　　３，３２９千円
Ｒ03 決算額　　１，９１４千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・宇土市内には指定登録文化財や重要な遺跡など多数存在する。最近では轟貝塚が国指定を受けた。今後も頑張ってください。
・轟貝塚の国史跡指定は良かったです。
・轟貝塚の国指定の見通しが立ったことはとても喜ばしい事である。保存活用に向け，積極的に取り組んでほしい。

　令和３年度は，開発行為に伴う確認調査が１件と，平成30年度に轟貝塚周辺で採取したボーリングコア
の自然科学分析（土層の年代測定・花粉分析ほか），市指定史跡・天神山古墳の平成28年熊本地震及び豪
雨に伴う崩落土の発掘調査を実施した。また，轟貝塚の国史跡指定に向け，指定範囲候補の土地所有者に
対し説明と同意取得を行い，これに基づき国史跡指定に関する意見具申書を作成し，文化庁に提出した。

　轟貝塚の国史跡指定に伴う意見具申書を提出したことで一定の目途がついたが，今後，国指定が決まれ
ば，史跡保護を目的とした土地の買上げ，取り扱いの基本方針を示した保存活用計画や整備計画の策定，
それらに基づく史跡整備と各種活用事業等，新たな取組が求められる。
　その他，平成28年度の地震・豪雨により被災した天神山古墳の復旧や保存活用に関する事業の実施も急
務といえる。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

市内重要遺跡保存活用事業

　宇土市には，国指定３件・国登録１件・県指定９件・市指定１０７件の計120件の指定・登録文化財があ
る。これらの文化財や現時点で指定されていない遺跡のなかには，国・県指定クラスの重要遺跡が存在す
る。これらの遺跡を後世に継承していくため適切に管理・保存するとともに，市民に対して調査成果を広
く公開する等，積極的な活用が求められている。
　このことから，市内遺跡の分布調査や発掘調査，出土遺物整理等を実施することにより，国・県指定に
向けた様々な要件を整理するとともに，保存計画等を策定して遺跡の活用や恒久的な保存を図る。

　周知の埋蔵文化財包蔵地における開発行為の把握に努め，必要に応じて試掘・確認調査を実施してい
る。また，重要遺跡である轟貝塚について，国史跡指定に向けた基礎資料収集のための各種調査や，国史
跡指定に向けた情報の整理を行う。その他，各重要遺跡の保存・活用について，今後の保存活用等の方針
を検討する宇土市重要遺跡保存活用検討委員会を開催する（年２回程度）。
　なお，本事業は国庫補助金を得て実施している（補助率50％）。
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事業名 担当課 文化課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

・令和４年度に開催するシンポジウム「関ケ原西軍サミットin宇土」の開催をもって，本事業を終了します。
・事業終了後も，市広報やデジタルミュージアム等を活用した周知に努め，市民・県民への積極的な情報発信を行います。
・小西行長関係史料の調査を本事業とは別事業で継続させるとともに，『うと学研究』誌上に研究成果を掲載します。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　平成20年度から開始した本事業は，通算25回の講演会を開催し，延べ参加人数は2,500名以上に上る。ま
た関連書籍も多く刊行し，行長を再評価するとともに，多くの市民に行長の業績を知っていただくという
当初の事業目的は達成されたと考えることから，令和４年度に予定しているシンポジウム「関ケ原西軍サ
ミットin宇土」の開催をもって，小西行長関連事業を終了する。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　　　　１７２千円
Ｒ02 予算額　　　１，５８１千円
Ｒ03 予算額　　　　　８０５千円

Ｒ01 決算額　　 ９１千円
Ｒ02 決算額　　   ０千円
Ｒ03 決算額　　   ０千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・小西行長の偉業について，もう少し広く啓発活動等をやってみたらいかがでしょうか？
・引き続き実施してほしい。
・新しい事業への取組が大切であると思われる。

　R3年度に開催を予定していた２回の「よみがえる小西行長公」講演会は，いずれも新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観点から中止した。
　平成27年度～令和元年度にかけて開催した「よみがえる小西行長公」講演会の講演録『再検証 小西行
長』（第５集）と，朝鮮出兵における行長の動向を描いた軍記「小西一行記」（全10巻，教育委員会所
蔵）の全文翻刻を掲載した『うと学研究』（第43号）を刊行した。
※ただし，上記書籍の印刷製本費は歴史資料保存活用事業

　これまで10年以上にわたり継続してきた講演会も，新型コロナの影響で令和元年度（３月開催分）・２
年度・３年度と３か年度連続の中止となった。講演会のテーマ設定（マンネリ化）や参加者の減少傾向も
あり，今後は講演会に頼らない事業の在り方や事業そのものを見直す必要がある。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

小西行長関連事業

　城下町宇土の基礎を築いた宇土城主・小西行長の人物像や国内外での活躍・功績を再評価することに
よって，史料の掘り起しや新たな地域資源を生み出し，地域の活性化並びに観光の振興を図る。
　具体的には，小西行長に関連した研究を発表する講演会を開催し，小西行長への理解を深めていただ
く。また，史料調査を行い，最新の研究成果を「うと学研究」に掲載する等，小西行長の研究拠点として
広く情報を発信する。

　小西行長に関する最新研究成果を発表する「よみがえる小西行長公」講演会を開催するとともに，小西
行長に関する史料の掘り起し及び調査を行う。また，過去に開催した「よみがえる小西行長公」講演会の
講演録を刊行する。
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事業名 担当課 文化課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

・大太鼓収蔵館の空調設備を整備し，防犯カメラも設置する等，雨乞い大太鼓を適切に公開活用するための環境整備を行った。今後
更なる集客を図ってまいります。
・大太鼓フェスティバルをはじめ，様々な催事で大太鼓を活用するとともに，地区保存会や太鼓演奏団体とも連携し，太鼓文化の保
存継承に努めてまいります。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　今後も大太鼓フェスティバルや地域に伝わる祭り等を通じ，太鼓文化の保存継承や市民ニーズに応えら
れる取組が必要である。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　　１，４３１千円
Ｒ02 予算額　　　　　３９４千円
Ｒ03 予算額　　　　　４５４千円

Ｒ01　決算額　　 １，３７５千円
Ｒ02　決算額　　   　１８４千円
Ｒ03　決算額　　　 　１９６千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・宇土大太鼓の活躍が増えることを期待します。
・引き続き実施してほしい。
・大太鼓演奏を披露する催事の開催に取り組んでほしい。

　宇土大太鼓フェスティバルについては，近年の猛暑対策として，これまで８月第１土曜日としていた開
催日を10月31日(日)に変更して開催予定だった。しかし，新型コロナウイルス感染症の影響により中止と
なり，併せて太鼓教室も中止とした。
　なお，懸案であった大太鼓収蔵館の空調整備については，令和２年度中に設計業務を行い，令和３年度
に明許繰越して空調工事を完了した（大太鼓収蔵館空調等整備事業（国庫補助事業）として実施）。

　コロナ禍による，地区保存会活動の停滞が危惧される。令和２～３年度の宇土大太鼓フェスティバルは
新型コロナウイルス感染症の影響により２年連続中止となった。地区保存会の後継者や子ども会も，中止
が続くと伝統的な雨乞い太鼓の保存継承が難しくなることから，コロナ禍以前のような地区行事の復活や
大太鼓フェスティバル等の太鼓演奏を披露する催事の開催が望まれる。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

大太鼓活用事業

　宇土市には，江戸時代から明治時代にかけて製作された国指定重要有形民俗文化財の雨乞い大太鼓が多
数現存している。本事業は，これらの雨乞い大太鼓を活用して，文化振興や産業振興等を図ることを目的
としている。

　「宇土大太鼓フェスティバル」開催助成（補助金）及び関連業務等の支援を行う。また，宇土雨乞い大
太鼓保存会青年部（宇土天響太鼓）の協力を得て，「太鼓教室」を開催し，大太鼓フェスティバルや地蔵
まつり等で成果を発表する。
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事業名 担当課 文化課

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

・広報うとに連載中の「うと学だより」や「宇土市デジタルミュージアム」，「うと学研究」の刊行，古文書講座の開催等を通じ
て，宇土の文化財や歴史資料に関する情報を積極的に発信してまいります。
・新庁舎建設後の現教育委員会庁舎については，歴史資料の活用はもちろん，子どもから高齢者まで幅広い年齢層の市民の「学びの
場」となるよう整備を進めてまいります。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

　平成26年度に開設した「うと学資料室」については，令和５年５月に文化課を含めた教育委員会機能が
本庁舎に移転することから，一時休室することとなる。しかし，改修後の新施設には「市民が自ら学ぶ
場」として，宇土関係の資料や書籍を自由に閲覧できる「うと学資料室」機能を残すこととしているた
め，引き続き歴史的資料の収集・保存・研究を継続させる必要がある。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　３，９５４千円
Ｒ02 予算額　　６，０６３千円
Ｒ03 予算額　　６，９３２千円

Ｒ01　決算額　　  ３，０４３千円
Ｒ02　決算額　　  ４，９８５千円
Ｒ03　決算額　　　５，７４５千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・市庁舎完成後の保存資料の利活用が活発に行われることを期待します。
・引き続き実施してほしい。
・子ども達の学びの場として整備してもらえると有難い。

　市外から歴史資料の寄贈を受け入れた（１件）。本市の歴史研究の成果をまとめた『うと学研究』（第
43号）を刊行した。古文書入門講座を開催した（計５回，延べ参加者数96名，８月・９月，１月～３月は
新型コロナの影響により中止）。古文書入門講座は，参加者から継続を望む声が寄せられている。
　また，本市の歴史や文化財の情報を発信するＷＥＢサイト「宇土市デジタルミュージアム」の内容更新
を積極的に行った。文化課が所蔵する古文書群の目録を「宇土市デジタルミュージアム」上で公開した。
　宇土市歴史的資料保存活用事業運営委員会は新型コロナの影響により，令和４年３月に書面にて開催
し，専門的見地から意見をいただいた。

　歴史的資料の整理や公開を積極的に進めるとともに，現在建設中の本庁舎完成後の教育委員会庁舎の再
利用検討（第４期市長マニフェスト）を進める必要がある。
　施設内の一室には歴史的資料や文化財の常設展示室や収蔵室を設け，新たな「学びの場」を創出する。
今後，具体的な用途や機能を確定させ，庁内外の意見を聴きながら改修事業を進める。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

宇土市歴史的資料保存活用事業

　宇土市史編纂事業等で収集した歴史的・文化的価値を有する資料を，市民が気軽に利活用できるための
環境整備を行うとともに，市民の方々が宇土の歴史・文化により一層興味を持っていただけるよう，これ
らの資料の持つ価値をＰＲし，地域活動等につなげていくための事業を実施する。

　市史編纂事業で収集した歴史的価値を有する膨大な資料を適切に保存・整理するとともに，郷土資料の
収集を積極的に行う。また，収集した資料を専門的見地から調査・研究し，「うと学資料室」等におい
て，市民向けに広く公開し，活用の推進を図る。
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事業名 担当課 図書館

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額       ４，２５０千円
Ｒ02 予算額       ４，２５０千円
Ｒ03 予算額　　　 ５，１００千円

Ｒ01　決算額       ４，１５３千円
Ｒ02　決算額 　　  ４，２５０千円
Ｒ03　決算額       ５，０３５千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・市民の図書館利用の実態の統計はないでしょうか？
・老人福祉センター等への配本サービスは続けてほしい。
・蔵書を増やすとともに，市民の交流の場として積極的に利用してもらう工夫をお願いしたい。

　令和3年度の図書購入費は5,035千円，購入冊数は2,806冊。

　令和3年度にて図書購入費の予算増額ができたものの，所蔵図書の劣化等による買い替えが進んでいな
い。さらに，今後も市民のニーズに応じた適切な図書購入を行う必要がある。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

図書館蔵書充実事業

　市民の知識・学習の拠点として，図書館蔵書の充実を図ることにより，市民サービスの向上を目指す。

　年間を通じ図書資料の購入を行い，図書館所蔵及び図書館サービスの充実を図る。

　令和3年度は例年以上の図書購入はできているものの，依然として県内各市の中では予算額・蔵書数とも
に低い状況にあるため，今後も引き続き予算要求を行う必要がある。また，より多くの市民に利用してい
ただくためにも，時流をとらえた資料やニーズの高い資料を揃えていく必要がある。

・県立図書館が毎年実態調査を行った後，公表しています。また，実態統計は図書館協議会等でお示ししています。
・施設等へ配本を行っていますが，「次回の配本を楽しみにしている」という声もいただいています。利用者の声を大切にし，更な
る充実を図りたいと考えます。
・市民のニーズに応じた図書資料の充実に努めます。また，他図書館の優れた動きを参考にしながら，現在の図書館施設を活かした
環境作りを進めます。

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業
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事業名 担当課 給食センター

事業目的

事業内容

R3年度の進捗状況

課題・問題点

予算額・決算額

担当課
自己評価

教育委員会としての今後
の方向性

※評価判定　　

拡 　充　・・・

維 　持　・・・

要改善　・・・

廃止・完了・・・

地下重油タンクのエアー漏れが発見されたことで，緊急に地下重油タンクを廃止し，地上設置型の重油タ
ンクを新設した。また，サラダ等を冷やすための真空冷却機の買換え購入などを予定どおり実施した。

・施設は築年数４３年を経過し，老朽化が進んでおり継続して使用するには，更なる整備が必要である。
・設備も経年劣化が多く，損傷や破損が出ている。

令和4年度　宇土市教育委員会事務事業点検・評価シート

給食センター施設整備事業

施設整備の点検を行い，年次計画として優先度を決め，衛生管理の徹底や給食業務の充実を図るため，施
設整備を行う。

令和3年度の事業内容
・給食センター重油タンク設置等改修工事
・重油タンク及び防油堤購入
・真空冷却機購入

事業規模･内容を，より拡大・充実し継続すべき事務事業

現在の方向性を見直し，規模・手法等について改善を図るべき事務事業

事業目的・活動内容等が，効率的・効果的でない事務事業，完了した事務事業

拡　充　　　・　　維　持　　　・　　　要　改　善　　　・　　　廃止・完了　　　

おおむね現在の方向性・規模のまま継続すべき事務事業

重油タンクのエア漏れ後の対応については，給食調理に支障が出ないように，地上設置型重油タンクの設
置を迅速に進めることができた。今後も現施設をできる限り継続使用できるように整備を行っていきた
い。

（ご意見を踏まえた今後の方向性）

Ｒ01 予算額　　２０，７０７千円
Ｒ02 予算額　　１７，０１３千円
Ｒ03 予算額　　１９，４００千円

Ｒ01　決算額　　１７，４２５千円
Ｒ02　決算額　　１２，４０３千円
Ｒ03　決算額　　１４，６９９千円

（外部評価委員からいただいたご意見）

・老朽化した給食施設。今後ますます機器の不具合や施設の損傷など多発することがあるかもしれないので，十分な保守点検をお願
いします。
・引き続き実施してほしい。
・給食センターは，安全な給食づくりのため，毎年計画的に点検・整備に取り組んでほしい。
・給食センターの耐用年数について見通しを教えてほしい。

・建物自体は老朽化が進んでいますが，耐震化は図られています。設備や機器は，給食提供に支障が出ないように計画的に保守点検
や更新を行っており，今後も実直に進めます。
・給食センター建物の耐用年数は４７年となっています。築年数４３年が経過しており，４年後には耐用年数を超過します。現在，
新しい給食センターの建設構想はありませんが，建替えを検討する時期に入ってきたものと考えています。
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Ⅲ 教育委員会の活動状況 

１ 委員会議の開催状況 

   宇土市教育委員会の会議は原則として公開で，毎月１回の定例会のほか，必要に応

じ臨時会を開催しています。 

この会議において，教育長と教育委員が教育行政の運営の基本方針や教育委員会の

規則の制定改廃など，会議において議決を要する事項について審議・決定を行うとと

もに，重要事項について事務局から報告を受けています。 

令和３年度の教育委員会会議の開催状況は次のとおりです。 

 

期日 場所 付議事件 

令和３年４月１２日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

専決処分の報告及び承認を求めることについて 

 損害賠償請求及び和解に伴う損害賠償額の決定について 

 学校給食センター給食物資納入指定業者の選定について 

 特別支援学級への就学及び転籍について 

 

令和３年度宇土市学校教育努力目標について 

令和３年度宇土市幼稚園教育努力目標について 

令和３年度宇土市生涯学習努力目標について 

令和３年度宇土市人権教育推進努力目標について 

令和３年度宇土市社会体育努力目標について 

令和３年度宇土市文化振興努力目標について 

令和３年度宇土市立図書館努力目標について 

令和３年度宇土市学校給食センター努力目標について 

令和３年度宇土市立小中学校教務主任等の任命について 

令和３年度学校評議員の委嘱について 

令和３年度幼稚園評議員の委嘱について 

令和３年度宇土市入学準備祝金採用者の選考について 

宇土市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則について 

スポーツ功労者の表彰について 

轟泉水道及び旧高月邸保存活用検討委員会委員の辞退ついて 

令和３年５月１０日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

宇土市招致外国青年任用規則の一部を改正する規則について 

学校運営協議会委員の任命について（花園小） 

学校運営協議会の指定及び学校運営協議会委員の任命について（走潟小） 

学校運営協議会の指定及び学校運営協議会委員の任命について（緑川小） 

学校運営協議会の指定及び学校運営協議会委員の任命について（網津小） 

学校運営協議会委員の任命について（住吉中） 

学校運営協議会委員の任命について（網田小・網田中） 
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宇土市社会教育委員の委嘱について 

宇土市公民館運営審議会委員の委嘱について 

宇土市立図書館協議会委員の任命について 

教育功労者の表彰について 

宇土市学校給食センタ－運営委員会委員の委嘱について 

宇土市学校給食専門委員会委員の委嘱について 

専決処分の報告及び承認を求めることについて 

令和３年度宇土市一般会計補正予算（給食センター施設管理費）について 

令和３年度宇土市一般会計補正予算について 

令和３年６月９日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

宇土市教育委員会外部評価委員会委員の委嘱について 

宇土市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

令和３年７月１２日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

宇土市通学路安全推進会議委員の委嘱について 

宇土市教育支援委員会委員の委嘱について 

宇土市食物アレルギー対応委員会委員の委嘱について 

教育功労者の表彰について 

令和３年７月２９日 

（臨時会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

夏季休業期間中における閉庁日の実施について 

事件・事故の報告 

令和３年８月１０日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

令和３年度宇土市一般会計補正予算について 

特別支援学級への転入及び転籍について 

専決処分の報告及び承認を求めることについて 

 宇土市一般会計補正予算について 

令和３年９月１０日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

宇土市歴史的資料保存活用事業運営委員会委員の委嘱について 

特別支援学級等への就学及び転籍について 

令和３年１０月１２日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

宇土市入学準備祝金給付基金条例施行規則の一部を改正する規則について 

宇土市歴史的資料保存活用事業運営委員会委員の委嘱について 

特別支援学級等への就学及び転籍について 

令和３年度宇土市立小中学校教務主任等の任命について 

令和３年１１月１０日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

宇土市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則について 

財産の取得について 

令和３年度宇土市一般会計補正予算について 
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令和３年１２月１０日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

特別支援学級等への就学及び転籍について 

宇土市ジュニアスポーツ応援委員の委嘱について 

令和４年１月１１日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

行政手続等の押印及び性別記載の見直しに伴う関係規則の整備に関する規則

の制定について 

特別支援学校及び学級への就学及び転籍について 

令和４年２月１０日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

宇土市立幼稚園一時預かり保育条例施行規則の一部を改正する規則について 

宇土市立小・中学校管理運営規則の一部を改正する規則について 

宇土市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則について 

児童・生徒の表彰について 

特別支援学級等への就学について 

令和３年度宇土市一般会計補正予算について 

令和３年度宇土市入学準備祝金給付基金特別会計補正予算について 

令和４年度宇土市一般会計予算について 

令和３年度宇土市入学準備祝金給付基金特別会計予算について 

令和４年２月２６日 

（臨時会） 
 

（議決事項） 

学校等教職員の異動について 

令和４年３月１０日 

（定例会） 

教育委員会 

2階会議室 

（議決事項） 

宇土市立小・中学校管理運営規則の一部を改正する規則について 

宇土市立小・中学校遠距離通学費の支給に関する規則の一部を改正する規則

について 

宇土市公民館条例施行規則の一部を改正する規則について 

宇土市公民館機材貸出規則の一部を改正する規則について 

令和４年度宇土市立学校内科医，眼科医，耳鼻科医，歯科医及び薬剤師の委

嘱について 

令和４年度学校産業医の委嘱について 

宇土市重要遺跡保存活用検討委員会委員の委嘱について 

宇土市文化財保護審議会委員の委嘱について 

宇土市網田焼の里資料館運営委員会委員の委嘱について 

史跡宇土城跡保存整備検討委員会委員の委嘱について 
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２ 総合教育会議 

期日 場所 協議事項等 

令和４年３月７日 

市役所仮設

庁舎 

2階来賓室 

（協議事項） 

特別支援教育の充実について 

ICT 教育の充実について 

 

 

３ その他の活動状況 

  教育委員は，教育委員会の会議に出席するほか，適宜，各種会議，関係行事へ出席

をしています。 

   令和３年度における，その主な活動は次のとおりです。 

・宇城市町教育委員全員研修会 

・熊本県市町村教育委員大会 

・学校訪問 

・各小中学校入学式・卒業式 

・各幼稚園運動会・各小学校運動会・各中学校体育祭 

・成人式式典 

・その他各種イベント事業への出席 

※令和３年度は新型コロナウィルス感染症の影響により，縮小や中止となった行事も

あります。 

【宇土市教育委員会委員名簿】 

                     (令和４年１０月１日現在) 

 

職  名 氏  名 任  期 

教 育 長 太田
お お た

 耕
やす

幸
ゆき

 令和３年１０月１日から令和６年９月３０日まで 

委員長職務代理者 近藤
こんどう

 修
おさむ

 令和２年１０月１日から令和６年９月３０日まで 

委 員 白井
し ら い

 正晴
まさはる

 令和元年１０月１日から令和５年９月３０日まで 

委 員 岳元
たけもと

 さよ子
こ

 令和３年１０月１日から令和７年９月３０日まで 

委 員 黒田
く ろ だ

 須美子
す み こ

 令和４年１０月１日から令和８年９月３０日まで 

 


